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千歳発のイベントとしてすっかり全国区になりました「千歳ＪＡＬ国際マラソン」が今年も６月 6 日（日）に開催

されます。継続は力なり！と言いますが、今回がなんと第３０回記念大会。近年のマラソンブームにも乗り、昨年は

初の１万人越え！ 今年も全コース合わせ１万１千１９８人の方がエントリーされています。 

 大イベントならではのご苦労もさぞあることと思います。財団法人千歳市体育協会・高田政治様 

にお話を伺ってきました。 

Ｑ：第３０回記念大会おめでとうございます。北海道はもとより、全国から多くの方が参加され、 

嬉しい反面ご苦労も多いのではないでしょうか？ 

Ａ：そうですね。年々参加される方が増え、締切日を過ぎて応募が届くことが実はかなりあります。 

出来るだけ皆さまに参加していただきたいのですが、人数制限の関係でお断りせざるを得ない 

状況にありますので、早めにエントリーしていただくことをおすすめしています。 

Ｑ：今年は締切日前にエントリーが終了となったコースもあると聞きました。 

Ａ：はい。ハーフマラソンは昨年の実績から最大３，８００人を想定していましたが、 

４，０００人近い応募が殺到したため、締切日より前に受付を終了させていただ 

きました。 

Ｑ：それだけ魅力的なマラソン大会だという証拠ではないでしょうか。千歳・恵庭・ 

    北広島の方にメッセージがありましたらお願いします。 

Ａ：国有林の中の自然を楽しみながら走れるマラソンとして、１３回連続でマラソン 

１００撰にも選ばれております。これだけ大きなイベントに成長できたのも市民 

の皆さまのご協力のお陰だと心より感謝しています。また、エントリーされた方 

はベストのコンディションでご参加されることを願っております。 

お忙しい中、質問に一つ一つ丁寧に答えて下さった高田様、本当にありがとござい 

ました。 

実は私も、今年で１２回目の参加です。多くの方に支えられて走っていることを再認 

識させられました。フルやハーフだけではなく、３ｋｍやファミリーなど様々なコー 

スがあるのも魅力の一つです。是非あなたも来年は走ってみませんか？ 

（談：E.S・国府田） 

マラソン１００撰の賞状。 

全国区の大会になりました 

千歳市体育協会 

高田様 

ランニング人口増えています！ 

 
                                                                           
                             
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

学校関係は４月から新年度となり、新学期のテスト・ドリルなどの教材を、多くの学校・学年よりご注文頂きます

が、学習指導要領の変更などによりテストも１教科につき数種類が出版されており、受注時の聞き間違いなどにより

大変ご迷惑をおかけ致しました。遅くなりましたが、ここにお詫び申し上げます。 

当社も年が明けると間もなく新学期用の見本作りが始まります。その際、テストなどを見ますと、 

恐らく自分も学生時には勉強したであろう内容ですが、改めて疑問に思う事が多々ありました。 

「字」については、最近は、文字を「打つ」ことが多くなり、「書く」ことが少なくなり漢字を書く 

機会が伝言メモ程度となりつつあります。 

当社の新入社員も毎日の報告書は「手書き」で提出しています。たまに漢字の間違いを指摘されている場面を見て私

もお客様に伺った名前を書く際、とっさに思い出せず焦ってしまった事を思い出しました。 

日々文字を手で書いて覚えているのではなく、目で見て覚えていることで読めても書けない文字の多さを反省。 

まずは「書くこと」で覚えなければと再確認する今日この頃です。 

今年も６月より筆記具などの「パイロット試用キャンペーン」を行います。 

「高いし、無くすからいらないよ」との声を聞きますが、1,000 円以上のボールペンなどは

ペン先などが 100 円の商品と構造が異なるため書き心地は違います。 

また、軸も滑らないなどの工夫がされています。 

この機会にお試し下さい。 

（談：JR・下畝） 

書くことを大切に・・・ 



 
 

 

   

 
 
                       
 

 

 

 

    

  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大宰府天満宮」。 

私ももっと知恵が付くよう

お願いしてきました 

教会として日本唯一の

国宝建築物「大浦天主

堂」。趣がありました 

加藤清正築城の「熊本城」。 

雄大な歴史ロマンを感じました 

ふぐ料理 

初めて食べた「ふぐの刺身」 

は忘れられない味です 

 

今回、5 月 20 日（木）～5 月 22 日（土）にかけて 2 泊 3 日で 54 歳にして始めて「リコー 

KIZUNA 九州ツアー」に参加してきました。九州を南から北（鹿児島・熊本・長崎・福岡）に 

縦断する旅行でした。私は普段着のままで行こうと思ったのですが、出発前の日曜日には嫁さん 

が恥ずかしい格好で行ったらみなさんに失礼だからと下着類や、半袖シャツ、ズボン等々まるで 

小学生の修学旅行の身支度をするかのごとくバーゲンセールに連れて行かれ買いこんできました。 

旅行で行ったところをざっと紹介します。１日目は鹿児島空港着。バスで熊本に入り人吉の球磨 

（くま）焼酎工場を見学し、人吉温泉泊。九州はきっと暑くて湿気がすごいんだろうなと思って 

いましたが、空港につくと、気温２４度、曇り空、風なしで半袖がちょうどいい気候。バスガイ 

ドさんいわく 6 月になると梅雨と 30 度超えが連日あるので今の時期が旅行には最適とのこと。焼酎工場では、１０

種類近くの焼酎の飲み比べができ、これを楽しみにしていた酒好きの方々がまとめ買いをされていました。 

２日目は熊本城、長崎の島原、諫早湾、大浦天主堂、グラバー園を見学し博多泊。熊本城の雄大さに感激し、夜はふ

ぐ料理を堪能。ふぐの刺身はコリコリしてうまかった！。ふぐの天ぷらも鳥のささみを食べてるようで感激。ひれ酒

はコースに入っていませんでしたが、リコーさんのご好意で飲み放題に、100cc くらい入る茶碗で 1 杯いくらする

のかと仲居さんにたずねると 1,000 円ですという答えに高すぎて唖然。リコーさんの太っ腹に乾杯～。夕食後中州に

ばらばらと繰り出しましたが、みなさんが何処へ繰り出したかは不明。私を含め女性 2 人、男性 4 人の年配者は夜の

中洲、天神を 1 時間散策し、長浜とんこつラーメンを食べ、旅行先で男性が浮き浮きするような所には行かず、ホテ

ルで夜中 2 時就寝。 

最終日は学問の神様・菅原道真公を祀る大宰府天満宮、福岡タワー、市内観光。中国、韓国の旅行者の多さと福岡の

歴史ある建物と福岡ドームをはじめとする現代的な建物が非常にうまく融合されていて、札幌にくらべ非常に活気が

ありました。旅行中は宮崎の口蹄疫の暗い話題がありましたが、ＮＨＫの竜馬伝の人気で観光地では竜馬人気にあや

かってお土産をはじめいろいろなグッズでにぎわっていました。最後に旅行に参加させていただいたリコーさんとカ

ミノの皆さんありがとう。こんどは四国にいってみたいな～。  （談：E.S・田中） 

 

初めての九州。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾘｿｸﾞﾗﾌ・MD6650W 

業界初Ａ３対応の両面印刷可能。 

高速両面ﾌﾟﾘﾝﾄで毎分最高 100 枚。 

 

  先日、印刷機・オルフィスなどでおなじみの理想科学工業株式会社の「北海道営業部地区販売会議」がありました。

北海道支店の販売店は、北は稚内、南は函館、東は釧路などから合わせて３０社ほどありますが、当社が取り組んだ

営業活動を今回の販売会議で発表する機会に恵まれました。 

事例内容は、今年１月に発売された業界初のＡ３対応両面印刷、２色同時印刷ができる印刷機「MD6650W」の販売

取り組みについてです。他の販売店からも「地域の人口減少、経済不況と大変な状況ですが、自分達も今後の販売活

動の参考、活力にさせていただきます。」と共鳴いただきました。 

今回の事例発表するにあたり、色々面で支えていただいているお客様のご協力ご支援があってのことと、社員一同感

謝しております。 

今後も皆様のご支援ご指導をいただきながら、いろいろな場面で発表できるよう、また、皆様のお役立ちができるよ

う取り組んでいきますので、よろしくお願いいたします。 

 

発表することができました。 

６月の週末は各小学校で運動会です。 
場所取り、お弁当の用意と、保護者の皆さんは大忙し
ですね。当社も合図の花火の打ち上げのため、早起き
しなければいけません。でも、子ども達の一生懸命な
姿に力をもらう季節でもあります。 
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